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研究成果の概要（和文）：がん治療の3本柱のひとつであり，がん対策推進基本計画で重点課題とされている放
射線治療の質評価のための全国的な放射線治療情報の集計・解析・公開を行うweb型データベースシステムを日
本放射線腫瘍学会データベース委員会，放射線医学総合研究所との連携のもと構築した．全国放射線治療症例登
録の継続的な運用を行った．2014年度: 44施設22,276例，2015年度: 82施設40,664例，2016年度: 105施設53,
250例．放射線治療の診療内容に関して，施設規模で差異を定量的に観察できた．さらに2016年度からは粒子線
治療症例の全例登録を開始した．他のがん登録との連携を行った．

研究成果の概要（英文）：Japanese radiation oncology database (JROD) were developed by our previous 
study in partnership with Database Committee in Japanese Society for Radiation Oncology and National
 Institute of Radiological Sciences. 22,276 cases from 44 institutions in 2013, 40,664 cases from 82
 institutions in 2014, and 53,250 cases from 105 institutions in 2015 were registered in JROD. Also,
 the cancer registry of particle beam (proton beam and carbon ion beam) radiation therapy was 
started in 2016.
The database can link data from separate databases (national cancer registries, hospital-based 
cancer registries, and site-specific cancer registries).

研究分野：放射線腫瘍学，医療情報学
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１．研究開始当初の背景 
放射線治療は外科手術，化学療法と並ん
で「がん治療」の 3本柱の一つであり，放
射線治療の推進はがん対策推進基本計画の
中でも重点課題として挙げられている．放
射線治療分野は近年，技術の高度化、患者
数増加により治療情報が大量に発生してお
り，各施設の放射線治療部門では情報の管
理，保管が重要な責務となっている．IT
（Information Technology）化の進展によ
り，独自に放射線治療データベースシステ
ムを開発し，情報の管理，保管を行ってい
る施設が増加している．またいくつかの企
業から放射線治療 DB を含めた放射線治療
部門情報システム（以下，治療 RIS: 
Radiology Information System）が提供さ
れており，正確で詳細な情報の管理，保管
が可能となっている．日本の放射線治療施
設の内，情報集計に PC を用いている施設は
2009 年時点では 90.1%と高い数値となって
いる 1)．一方で放射線治療情報に関する標
準的な様式，項目は確立されておらず，各
施設は独自様式，項目で情報を登録，管理
していた．研究代表者と研究分担者は日本
放射線腫瘍学会（以下 JASTRO: Japanese 
Society for Therapeutic Radiology and 
Oncology）のデータベース委員として放射
線治療症例情報の標準フォーマットの策定
を行った．さらに 2008～2010 年度、2011
～2013 年度の基盤研究 C（課題番号: 
20591495，23591838）において，上記委員
会，研究班と共同で標準フォーマットを使
用した放射線治療部門データベースを開発
し，JASTRO HP から自由にダウンロード可
能とすることで，各放射線治療施設の部門
システムの整備を支援してきた． 
放射線治療は臓器横断的な治療であり，
さらに高度化された治療機器等から正確な
データが抽出でき，がん診療情報において
重要な役割を果たす．一方厚生労働省の政
策で標準化が進められている院内がん登録，
地域がん登録（現在は法制化され全国がん
登録に変更）には放射線治療の項目がほと
んどない．さらに各学会主導の全国登録（臓
器別がん登録）が詳細な診療データを収集
しているが，放射線治療分野の本格的な全
国登録は行われていなかった．研究代表者
と研究分担者は JASTRO と連携し，策定した
標準データ項目を用いた全国的な放射線治
療症例の集積を行う全国放射線治療症例登
録 Japanese Radiation Oncology Database
（JROD）を構築し，運用を開始した． 
 
２．研究の目的 
がん治療の 3本柱（外科手術，放射線治
療，化学療法）のひとつであり，がん対策
推進基本計画で重点課題とされている放射
線治療の質評価のための全国的な放射線治
療情報の集計・解析・公開を行う web 型デ
ータベースシステムを構築する．さらに既

存のがん登録（地域がん登録、院内がん登
録、臓器別がん登録）とのデータ連携を進
め，がん登録全体の質向上に貢献する． 
 
３．研究の方法 
(1) JROD システム構築，データ登録ソフト
ウェアの改訂 
JASTRO が 2013 年度に feasibility 
study を行った結果を踏まえて，デー
タ項目の最終策定を行い，それに合わ
せた症例登録システム，症例登録ソフ
トウェアの改訂を行う． 
(2) 全国登録データ還元システムの開発 
全国集積結果を各施設が自施設データ
と全国値を web 上で比較可能なシステ
ムの開発を行う． 
(3) 治療 RIS への標準フォーマット装填の
共同開発 
放射線治療情報の標準フォーマットの
治療RISのDBへの装填を開発企業と共
同で進める． 
(4) 他がん登録との連携 
他のがん登録（全国がん登録，院内が
ん登録，臓器別がん登録）システムと
のデータ連携との連携を行う． 
 
４．研究成果 
(1) JROD システム構築，データ登録ソフト
ウェアの改訂 
JASTRO が 2013 年度に feasibility 
study を行った結果を踏まえて，基本
データベースのデータ項目の再検討，
改訂を行った．さらにデータ登録に関
する要領を作成し，JASTRO ホームペー
ジで改訂したデータ項目と要領に関す
るパブリックコメントを募集し，回答
を JASTRO ホームページで公開すると
ともに，最終的なデータ項目として決
定した． 
さらに最終的なデータ項目に合わせた
データ登録ソフトウェアの改訂を行い，
JASTRO ホームページで公開した。 
また，全国的な症例登録は恒常的な運
営が必要なことから，データセンター
を現在の大阪大学から放射線医学総合
研究所に移管し，放射線治療症例全国
登録データベースシステムの基盤を構
築した． 

  
図 1. JRODホームページ 



(2) 全国登録データ還元システムの構築 
全国集積結果を各施設が自施設データ
と全国値を web 上で比較可能なシステ
ムの構築を行った．集積された全国登
録データを解析し，解析結果を Web 上
で公開するシステムを開発中である．
既に公開されている放射線治療施設構
造データとリンクさせ，診療過程
process，施設構造 structure，治療結
果 outcome を含めた放射線治療の解析
データを公開する． 
(3) データ登録の実施 
上記で構築したシステムを用いてデー
タ登録（症例・構造）を実施した． 
2014 年度 
構造調査: 695 施設 
症例登録: 44 施設，22,276 件 
2015 年度 
症例登録: 82 施設，40,664 件 
2016 年度 
構造調査: 436 施設 
症例登録: 105 施設，53,250件 
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図 2. 放射線治療患者数の年次推移 
 
(4) 収集データの公開 
2014 年分の全国放射線治療症例登録
データの解析を行い，報告書を JASTRO
ホームページにて公開した．さらに
2011 年分，2012 年分の全国放射線治療
施設実態調査データの解析を行い，報
告書を JASTRO ホームページにて公開
した． 
(5) 治療 RIS への標準フォーマット装填の
共同開発 
データ登録参加施設に対する部門 DB
システムの整備支援を継続した．放射
線治療情報の標準フォーマットの治療
RISのDBへの装填を開発企業と共同で
進めた． 
(6) 他がん登録とのデータ連携システム開
発と運用 
他のがん登録（全国がん登録，院内が
ん登録，臓器別がん登録）との連携を
行った．日本食道学会の食道癌全国登
録のシステム開発，データ解析を担っ
ており，2007，2008，2009，2010 年の
食道癌症例に関するデータを公表した． 
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